


サッチ分解剤は、セルロース分解酵素(セルラーゼ)や有用微生物を芝生に散布することで土壌中のサッチを分解させる資材です。
土壌の透水性や通気性を改善し面を荒らすこともないため、更新作業にプラスして散布することで土壌環境を効率的に改善することが出来ます。
そこで今回は、サッチ分解剤(酵素剤)の効果とおすすめの使用スケジュールを紹介します。

サッチ分解剤希釈液に浸した場合、刈カスの細胞壁成分(セルロース)が分解され、
刈カスの重量は水に浸漬したものに比べ約4～5％減少しました(下図)。
サッチ除去に最も効果的であるコアリング作業(一般に3～9%減少)と近い効果を示しました！

抜き取ったサンプルを丁寧に洗浄し、
左図のようにサッチ層厚を三点測り、
その平均をサッチ層厚とした

3ヶ月継続して散布することで、サッチ層の減少が確認されました！

神奈川県Aゴルフ場パッティンググリーンにて2021年5～7月まで定期散布とサッチ層調査を実施
散布薬剤：サッチ分解剤(酵素剤) 散布1回あたり0.2ml/㎡

*8mm径タイン、1インチピッチを1回で約3%減

水 サッチ分解剤100倍希釈 一般的なコアリング*
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サッチ層厚調査

おすすめの散布スケジュール：グリーンの場合

夏までに３回以上散布してサッチを減らし、夏場の透水性・通気性を向上させましょう！！

降水量が多く、土壌中が酸欠状態になりやすい梅雨時期までに
複数回散布することで、土壌環境を改善することが出来ます。

乾燥した刈カスを、水または
サッチ分解剤(酵素剤)希釈液に浸漬し
40℃で2週間静置

その後、浸漬した刈カスを
十分に乾燥させ重量を測定した


